
SDGsへの取り組み

「誰一人取り残さない」ために

JICAの取り組み方針

JICAは、SDGsの達成に向けた取り組みの方向性や
注力するターゲットについて、2016年に17の目標別
に「JICA SDGsポジション・ペーパー」を作成しました。
　さらに具体的な事業戦略として、2021年度には
SDGs達成に向けた取り組みの上位概念となる「5つの
P」のうち、Partnership（パートナーシップ）以外の
Prosperity（豊かさ）、People（人々）、Peace（平和）、
Planet（地球）の４つの切り口に沿って、都市・地域開
発、保健医療、平和構築、気候変動など、20の課題別
事業戦略「JICAグローバル・アジェンダ」を設定しまし
た。JICAグローバル・アジェンダは、課題（アジェンダ）
ごとに具体的な取り組みを示し、中長期的な目標を明

確にすることで戦略性を強化しています。さらに、
SDGsの達成には公的資金だけではなく、民間資金の
動員を含め多様なパートナーとの協働が不可欠である
ことから、JICAのアプローチや事業の意義を幅広く共
有し、意見交換などを行いつつ、「共創」を通じたSDGs

の達成に向けた取り組みを強化していきます。
　また、事業全体および組織経営全体を通して、経済、
社会、環境の3側面が調和したサステナビリティを追求
するため、その具体策を明示した「JICAサステナビリ
ティ方針」を2023年10月に公表しました。今後世界
的な潮流も踏まえ、さらなる改善を図っていきます。

2015年9月に国連で採択された持続可能な開発目
標（SDGs）は、「誰一人取り残さない」を基本理念に掲
げ、2030年までに貧困を撲滅し持続可能な社会を実
現することを目指す国際目標です。社会、経済、環境の
3つを包括した17の目標（ゴール）と、それらを達成す
るための169のターゲットが設けられています。SDGs

には、先進国・開発途上国も含め、さまざまな立場の
人々が協力して取り組むことが不可欠です。

2023年は、2015年に策定され2030年を達成期限と
するSDGsの「中間年」にあたり、4年に一度のSDGs

サミットが国連本部で開催されるなど、国際社会全体
でSDGsを達成していく機運が高まりました。JICAも
これまでの協力によるSDGsへの貢献について国際社
会に発信し共有したほか、2030年に向けて協力策の
改善を検討しています。

JICAは開発協力大綱で指導理念とされている「人間

の安全保障」の実現に取り組むことで、SDGs達成に貢
献していきます。人間の安全保障の理念に沿って、人々
の命、生活、尊厳を守ることのできる、誰一人取り残さ
ない持続可能で強靱性を伴う経済社会をつくることが、
SDGs達成のために重要な社会変革だと考えています。
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国内外で連携・協働を強化

日本政府のSDGs推進本部の下に設置された円卓会
議や幹事会などの会合に、JICAは省庁以外では唯一、
参加しています。この会合でJICAは、特に政府の
「SDGs実施指針改定版」や「SDGsアクションプラン

2023」の策定に貢献しました。SDGs実施指針では、
JICA事業などを通じて、開発途上国を含む国内外の
SDGs達成に向けた取り組みの推進に貢献していくこと
が示されました。またSDGsアクションプランには、地
球規模課題対応国際科学技術協力プログラム
（SATREPS）や低炭素エネルギーイニシアティブ、JICA

債など、36件の幅広い事業が盛り込まれています。
　こうした実施指針やアクションプランを広範に進めて
いくため、JICAと共にSDGsの達成に向けて取り組む

団体をパートナーとして認定する「JICA-SDGsパート
ナー」制度を2020年7月に創設しました。2024年3

月時点で認定団体は約40団体を数え、SDGsの達成
に向けた取り組みの輪が広がっています。また、JICA

関西も事務局を務める「関西SDGsプラットフォーム」
は、2024年4月時点で加盟団体が2,300を超え、会
員間の交流や連携を創出しながら、関西地域のSDGs

に向けた取り組みをけん引しています。
　そのほか、JICAが毎年公開している「業務実績等報
告書」では、JICAの取り組みの成果をSDGsの各目標
と関連付けて報告しています。さらに、JICA事業と
SDGsを紹介した冊子、スライド、動画、書籍といった
開発教育教材を制作し、配布・公開しています。

多様なアクターとパートナーシップを推進

アイデア技術

資金製品・ノウハウ

多様な
アクター

イノベーティブな事業を形成・実施

●  SDGs ゴール・ターゲット間のシナジー効果の拡大（環境保全と経済・社会開発の両立など）
●  新たな技術・サービスの導入による課題解決とリープフロッグ※1やラストワンマイル※2 問題の解消
　（へき地や社会的弱者に対する質の高いサービスの提供など）

※1  新たなテクノロジーなどの導入によって一足飛びに課題を解決し飛躍的に発展を遂げること。
※2   インフラ・物流などが整備されていない地方農村部の人々へサービスを届けること。

ネットワーク・
信頼関係

公的機関との
つながり

専門人材開発途上国に
関する情報

JICA
連携

技術協力、資金協力、中小企業・SDGsビジネス支援事業、
JICA海外協力隊、草の根技術協力、JICA基金、JICA債発行など
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